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新島遺品庫より

　

新
島
八
重
の
愛
蔵
品
の
一
つ
に
、
懐
に
忍
ば
せ
る
た
め
の
刀
が
あ

る
。
通
称
懐
剣
と
呼
ば
れ
る
。
か
つ
て
八
重
が
１
９
３
２（
昭
和
７
）

年
５
月
24
日
、
京
都
付
近
配
属
将
校
研
究
会
の
会
員
に
話
し
た
言
葉

の
中
に
「〔
着
用
し
た
着
物
は
（
筆
者
注
）〕
戦
死
シ
タ
弟
ノ
着
物
デ

ア
リ
マ
シ
テ
、
袖
ニ
血
ガ
ツ
イ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
袖
ダ
ケ
切

ツ
テ
他
ノ
切
デ
著
代
ヘ
タ
モ
ノ
デ
ゴ

ザ
リ
マ
ス
。
刀
モ
弟
ノ
モ
ノ
ヲ
サ
シ

テ
、
懐
剣
ダ
ケ
ハ
自
分
ノ
ヲ
サ
シ
テ

居
リ
マ
シ
タ
。
私
ノ
名
ヲ
誰
モ
申
ス

者
ガ
ナ
ク
ツ
テ
三
郎
ト
申
シ
テ
居
リ

マ
シ
タ
」（
吉
海
直
人
「『
新
島
八
重

子
刀
自
懐
古
談
』
の
紹
介
│（
全
文

翻
刻
）│
」『
同
志
社
談
叢
』
第
20
号

同
志
社
社
史
資
料
室
２
０
０
０
年
３

月　

１
０
２
、１
０
８
頁
）
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
８
６
８

（
慶
應
４
）
年
８
月
23
日
に
始
ま
っ

た
若
松
城
（
鶴
ヶ
城
）
籠
城
戦
時
に
自
ら
ま
と
っ
て
い
た
服
装
に
関

す
る
語
り
部
分
で
あ
る
。
の
ち
、
八
重
は
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年

に
籠
城
戦
時
の
姿
を
再
現
し
、
写
真
（
中
央
）
に
残
し
た
。
写
真
に

は
、
手
に
銃
を
取
り
、
大
小
刀
を
指
し
て
、
籠
城
し
よ
う
と
す
る
往

時
の
八
重
の
姿
が
再
現
さ
れ
て
い
る
が
、
八
重
に
よ
れ
ば
籠
城
戦
時

に
は
胸
元
に
懐
剣
を
忍
ば
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
懐
剣
の
作
者
は
「
為
国
」
で
、
慶
長
以
前
の
作
品
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
か

ら
、
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
刀
身
に
は
、
現
在

は
分
り
に
く
い
が
、
龍
が
彫
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
か
つ
て
は

見
た
目
も
美
し
い
刀
で
あ
っ
た
。
拵
こ
し
ら
え

も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
お
そ

ら
く
、
こ
の
懐
剣
は
、
八
重
が
籠

城
戦
入
城
時
に
所
持
し
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
同
志
社
に
は
会
津
時
代
の

八
重
を
物
語
る
資
料
は
、
こ
の
懐

剣
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
籠
城

戦
を
経
て
敗
戦
を
経
験
し
、
兄
・

覚
馬
は
行
方
不
明
、
父
・
権
八
と

弟
は
戦
死
と
い
う
、
家
族
の
男
手

全
て
を
失
っ
た
八
重
は
、
一
時
米

沢
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
兄
を
頼

り
京
都
へ
や
っ
て
き
た
。
女
性
だ

け
の
家
族
が
取
り
残
さ
れ
た
時
、
他
人
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
時
、
兄
の
生
存
を
知
り
、
そ
れ
を
よ
す
が
と
し
た
時
な

ど
、
故
郷
か
ら
京
都
に
至
る
ま
で
、
懐
剣
は
様
々
な
経
験
を
し
て
き

た
八
重
と
と
も
に
京
都
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
京
都
で
約
41
年

間
、
八
重
が
手
放
さ
な
か
っ
た
愛
蔵
品
で
も
あ
る
。
八
重
の
生
き
方

を
貫
く
覚
悟
と
矜
持
を
今
に
伝
え
る
資
料
と
言
え
よ
う
。

（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）


